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要旨 
現代社会で求められることばの力を育むためには、子どもを取り巻く生活環境が重要で
あり、特に読書コミュニティとして読書環境を整えることへの関心が高まっている。その
一方で、読書が学力（能力）のひとつとみなされることで読書活動が目的化し、結果とし
て読書が果たしてきたことばの力の涵養が難しくなることが懸念される。子どもがことば
の力を向上させるためには、本をメディアとして他者と世界を共有し対話することを通し
て、意味あることばを自己に開くことが求められる。 
 
はじめに 
 現代は高度情報化社会・知識基盤社会であるといわれて久しい。その社会を生き抜くた
めに、子どもはさまざまな情報や知識を活用して新たな知を創造し表現する力が求められ
ている。その土台となる能力がことばの力である。ことばを獲得することで、子どもは自
分のまわりに広がる世界を理解すると同時に、自己の世界を獲得する。そして他者と対話
することを通して、自己の世界を水平方向へ拡張させるとともに、垂直方向へ深化させる
ことができる。ことばは他者との対話を可能にし、同時に自己との対話を通して思考を深
めることを可能にする。つまり、ことばは思考を深め判断し表現するだけでなく、自己形
成とも密接な関係がある。 
ことばがこれほど重要である一方で、現代はことば以外の方法で情報や気分を共有でき
る道具が発達している。言い換えれば、現代は生活環境でのことばをなおざりにしている
ということもできる。特定の文脈を離れて表現されたことばを理解したり、自分の思考を
ことばで表現したりするためには、まず自己の世界に意味づけられたことばを獲得する必
要があり、生活環境でのことばの活用が不可欠である。したがって、本稿でいうことばの
力とは、語彙力や読み書き能力（リテラシー）を土台として、世界を自己の中に取り込む
ことでことばを開き、自分が思考し意味づけた世界をことばで表現できる力を意味する。 
 本稿では、学力としての読書とことばの力との関係について検討したうえで、ことばの
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力を育むために、本をメディアとする読書活動について考察する。 
 
１ 21世紀に求められる学力と読書 
2001（平成 13）年に、「子どもの読書活動の推進に関する法律」が制定され、2007（平
成 19）年の学校教育法の一部改正では、義務教育に関する事項に「読書に親しませ」と明
記されるなど、子どもの教育において読書の重要性が再認識されている。さらに、2010（平
成 22）年を国民読書年と定め、国民に対して効率よく効果的に読書への関心を高めるため
に「国民の読書推進に関する協力者会議」が設置された。つまり、学校教育だけでなく、
家庭や地域においても読書への関心を高め、読書コミュニティとしての読書環境を整えて、
子どもが主体的に読書活動を行うことができるような支援を充実させることが求められて
いる。 
その背景には、前述したように 21 世紀が高度知識基盤社会であることや、社会のグロー
バル化の進展とともに、国民一人ひとりが個人として自立し、かつ他者と協働して課題の
解決に取り組む力が必要とされていることがある。そのためには、様々な考え方に触れる
ことを通して、世界の幸福のために批判的に思考する力が必要であり、とりわけ読書がそ
れに重要な役割を果たすと考えられている。 
特に学校教育においては、ことばは確かな学力を形成するだけでなく、コミュニケーシ
ョン能力など多様な能力の基盤とみなされている。そのため、これまでも各教科、特別活
動、総合的な学習の時間を通じて、調べ学習など多様な読書活動が進められてきた。また、
読書習慣を身につけるために、朝読書や目標を定めて一定量の読書を推奨するなどの取り
組みも積極的に行われてきた。 
さらに、小学校・中学校の国語科学習指導要領 2008（平成 20）年版では、読書指導が小
学校においては「目的に応じた読書」、中学校においては「読書と情報活用」に位置づけら
れた。これは従来の教科書教材の読解ではなく、読書を学力（能力）として態度育成と区
別して捉えるようになったことを示している（足立 2015）。また、児童生徒の読書活動は教
科の学力に影響を及ぼし、平日における一定時間の読書が教科の学力に関係するという報
告がある（静岡大学 2009）。このように、読書は教科の学力の基盤となる能力として期待さ
れ、その効果の一部が明示されることで、読書そのものを楽しむというよりも、本を読み
解き活用できる「読書力」を獲得することへの期待が高まっている。同様に、保護者は子
どもの読書に対して、読解力のほか、知識や語彙の増加、想像力や創造力、表現力、感性
の育成を期待している（文科省 2004）。 
つまり、読書が 21 世紀を生き抜くために必要とされている思考力、判断力、表現力、集
中力、記憶力、要約力、計画力、コミュニケーション力など、多様な能力を総動員して行
う高度な活動であるゆえに、読書をそれらの能力の育成の道具として活用することが期待
されている。 
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２ 本の読み聞かせと子どもの主体性 
 子どもの様々な能力の育成に読書活動が効果的であるとされるなかで、乳幼児期から読
書に親しませるための活動が積極的に行われている。０歳児健診の際に絵本をプレゼント
し、親が赤ちゃんと一緒に絵本を楽しむことを支援するブックスタートという取り組みや、
地域の図書館で乳幼児を対象とした読み聞かせ活動がその一例である。また、文科省から
都道府県教育委員会等への委託事業として、学校、図書館、読書ボランティア団体等によ
る読書コミュニティの構築の促進を主目的とした「読書コミュニティ拠点形成支援」も実
施されている。 
 子どもが読書を楽しむ環境が整備される一方で、家庭のしつけスタイルによって子ども
の読書に対する親の関わり方が異なり、「幼児期に共有型しつけを受けた子どもは、強制型
しつけを受けた子どもよりも、国語学力も語彙力も高い」という報告がある（内田・浜野
2012）。報告書での「共有型しつけ」スタイルとは、ふれあいを重視し、子どもとの体験を
享受・共有する関係であり、「強制型しつけ」スタイルとは、大人中心のトップダウンのし
つけや力のしつけを指している。 
しつけスタイルによる絵本の読み聞かせの相違について、次のように報告されている（内
田・浜野 2012）。絵本の内容理解の助けとなるような母親のことばかけには、しつけスタイ
ルの違いによる差はなかった一方で、情緒的サポートはしつけスタイルによって大きく異
なっていたという。「より雰囲気の良い読み聞かせが行われている情緒的サポートの高い共
有型しつけの親のもとでは、子どもが主体的に絵本に関わり探索する様子がより多く見ら
れ、同時に母親の反応も、すぐに答えを与えてしまわずに子ども自身に考える余地を与え
るようなことばかけがみられた」。一方で、「強制型の母親は答えを明示的に与えて子ども
自身が考える機会を奪ってしまう」と報告されている。さらに、普段から慣れ親しんだ絵
本を親が読み聞かせる場合に、共有型しつけを受けている子どもに比べ、強制型しつけを
受けている子どもは、読み聞かせに対する集中度が低いという結果であった。また、絵本
の読み聞かせに伴う発話でも、「共有型しつけを受けている子どもは『これかな・・・違う
なあ・・・。こっちかも・・・』と試行錯誤したり『さっきこうやって出来たから、ここ
も同じようにしてみよう』と課題をメタ的に捉え、自分の行動をプランしたりする発話が
多かった一方、強制型しつけを受けている子どもは、難題に直面すると、自分自身で考え
るのではなく、『わかんない…』や『これ？どれ？』と母親が指示を出してくれるのを待つ
依存的発話が多い」と報告されている。これらの結果から、大人が子どもと対等な関係で
絵本を読むことで、子どもが主体的に本の世界を探索でき、結果として語彙や知識を獲得
できることが示唆された。 
つまり、幼児期の子どもの読書を通じたことばの語彙力や読み書き能力の獲得には、子
どもが絵本に描かれた世界に興味関心を示し、大人との対話を通して自ら意味づけること
が重要であることがわかる。言い換えれば、子どもがことばの語彙力や読み書き能力を高
めるためには、時間が経つのも忘れて本の世界に浸るという主体性が必要である。大人に
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できることは、子どもが自らのことばで絵本の世界を意味づけ楽しむための支援であって、
本に描かれた情報どおりに読み取ることを目的とし、大人が読み解いた絵本の世界を押し
つけることではない。読書を多様な能力育成の道具とするためには、まず子どもが読書を
楽しむことが必要である。そのために、大人は子どもが本の世界に夢中になれる生活環境
をつくることを心がけなければならない。 
 
３ 読書の魅力とことばの力 
大人が子どもに読書をさせようと様々な活動を行っているにもかかわらず、子どもの読
書活動の推進がどの年齢層でも順調というわけではない。全国学校図書館協議会による第
61 回学校読書調査によると、2015 年の１カ月間の平均読書冊数は、小学生は 11.2 冊、中
学生は 4.0 冊、高校生は 1.5 冊である。また、１カ月間に学校図書館で本を読まなかった不
読者の割合（不読率）は、小学生は 4.8％、中学生は 13.4％、高校生は 51.9％となってお
り、年齢が上がるにつれて高くなる傾向がある。 
 中学生・高校生になると忙しいので本を読まなくなるといわれてきたが、最新の国立青
少年教育振興機構の調査では、そのような回答のほかに本を読まない理由として、「読みた
いと思う本がない」、「普段から本を読まない」という回答も多く、不読の理由が 2 層に分
かれることが明らかになった（国立青少年教育振興機構 2013）。また、高校生を対象とした
文科省の調査では、「文字を読むのが苦手だ」、「読みたいと思う本がない」、「読む必要を感
じなかった」、「普段から本を読まない」を本を読まない理由として回答した生徒は、本を
読まない生徒全体の約 7 割に上っている。これらのいずれかを理由として挙げた「読書習
慣がなく関心がない」生徒の意向として、文字が少ない本や、文字ばかりでなく写真や絵
がある本であれば、読みたいと思う可能性があるという（文科省 2015）。学校教育では読解
力の育成に力を入れているにもかかわらず、年齢が上がるにしたがって、読書に関心をも
てなくなったり、苦手意識をもったりする。その背景を考察することを通して、読書の魅
力とことばの力との関係について考えてみたい。 
 まず、本を読むためには、内容に関わる語彙や知識だけでなく、内容を整理して記憶し
ながら、意味を考えるという高度な情報処理能力と思考力を必要とする。そのプロセスで
は、文章に記された情報を自らの経験や知識で補いながら、主体的に意味づけて解釈に筋
を通す作業を行っている。この意味において、読書は能動的で創造的な行為だということ
ができる（村田 2002）。つまり、学校で語彙や知識を習ったからといって、だれもが同じよ
うに本を読むことを楽しめるというわけではなく、解釈することを楽しめることが必要と
なる。 
乳幼児期では、読み手の適切な支援をうけることで自分なりの読み方を楽しむことがで
きた。しかし、小学校で読解指導が始まると、目的や文章の種類などに応じて内容を正確
に理解する読解力が求められるようになり、一方で読書指導は読書に親しむ態度に重きが
置かれてきた。そこで、読解指導と読書指導の両方に適した読書の仕方として、ひとりで
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本を読み味わう「孤読」ができるようになることが重要だと考えられてきた。 
一方で、例えば文学作品を読み解く作業は「作品全体の筋立てや登場人物の性格や思惑、
行動などを総合してそこに作者の感慨や思い入れを読み取ることなどは認知的に高いレベ
ルの過程」であり、「入力情報の細部にまで注意を払うと同時に、自分の知識から情報を適
切かつふんだんに補いながら、解釈と自分の知識の双方を弁証的に修正していくことがで
きる」（村田 2002）ことである。つまり、ことばで表現された本の内容を読み解くためには、
読み解くための文法や語彙といった知識を駆使しつつ、主体的に意味づける必要があるた
めに、「文字を読むことが苦手」という意識を持たせているとも考えられる。文章を正確に
理解するという読解力を高めることと、読書の創造性の両者をバランスよく支援すること
が不十分であったために、読書は難しいと感じるようになってしまったと考えることもで
きる。そう考ええてみると、近年、学校や家庭、地域の子どもの読書環境として「共読」
が注目されるようになったことも当然である。共読は主体的に意味づけるという読書の創
造性に着目した読み方であり、他の人の読み方を知ることで解釈の違いや関心の向け方の
違いを知り、自らの解釈を深めていくことができる。共読では、同世代で語りあうだけで
なく、異世代で本を紹介し話しあうなど様々な工夫が可能であり、多様な解釈から自らの
解釈を再考することができるので、読書の魅力に気づかせるためには有効である。 
次に、ことばによる表現を理解することの難しさと読書離れについて考えてみよう。「読
書習慣がなく関心がない」生徒は、読書しやすくするためには文字を少なくしたり、イラ
ストや写真を活用したりするといったことを要望している。乳幼児期や小学生を対象とし
た本では、ことばの情報だけでなく、絵やイラストに助けられながら、本の世界を楽しめ
る工夫がなされていることが多い。これはことばの力が未熟である子どもに対して、こと
ば以外の情報を駆使して本の世界に導こうとしているからである。対象年齢が高い本にな
ると、そのような工夫が難しくなる。ことばによって世界が成立している本ほど抽象度が
高かったり、読み解きに面白さがあったりするために、解釈を狭める可能性があるからで
ある。言い換えれば、ことばにしかできない表現を楽しむことが読書の魅力でもある。 
ことばだからこそ可能な表現がある一方で、子どもはそれを難しいと感じてしまう。そ
の理由のひとつとして、生活環境におけるメディア等を含めたコミュニケーションツール
の変化を考える必要があるだろう。若者が利用する SNS などのツールは、短文で表現した
りイラストで感情を表現したりする。それだけでなく、乳幼児期からテレビやビデオに親
しみ、スマートフォンなどでゲームを楽しむ時間が増え、身近な大人と会話する時間は圧
倒的に短くなった。換言すれば、日常の生活の中でことばによって自分の感情や伝えたい
ことを適切に表現したり、相手のことばから気持ちを読み取ったりする機会が減ってしま
ったということである。 
例えば、「雨に降られた」という表現について考えてみよう。この表現は雨が降ったとい
う事実だけを伝えているのではない。雨が降ることは仕方ないけれどもできれば降ってほ
しくはなかったという感情や意図を表現しており、認知言語学では間接受け身という。間
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接受け身では、「雨に降られた」や「彼女に泣かれた」など、他者から迷惑をかけられたと
いう感情が含まれており他者性が表現されているが、「財布に落ちられた」は自分で管理で
きるものに迷惑をかけられるのはおかしいので使わない表現である（西村・野矢 2013）。こ
の間接受け身の表現を文法で理解している人は少ない。それよりも、「雨に降られた」、「彼
女に泣かれた」という表現を日常生活の中で耳にしていて、自ずと自分の感情や状況にあ
う場面で使えるようになることのほうが多い。 
つまり、本を読むことが難しいと感じるのは、読解に必要な文法力や語彙力が不足して
いるだけでなく、自分の感情や思考を表現できることばや文章に出会ったり、生活の中で
多様な表現を使ったりする経験が不足していることと強い関係がある。哲学的な文章を難
解だと感じるように、読みながら自分が納得できる状況をイメージできないことが難しさ
を生み出しているのである。自分でもどう表現していいかわからないような心の奥底の感
情や世界観を表現してくれることばに出会ったり、対話の中で自分の感情や思考を伝えた
りする機会が欠如しているために、ことばで理解し表現することの奥深さ、楽しさに慣れ
親しんでいないのである。このことが読書をしなくなる要因の一つだと考えられる。そう
考えると、一人で文字を読めるようになれば、好きな本を手に取り読むことができると考
えるのは大人の無思慮な行為だということになろう。文字を読めるようになっても、こと
ばで表現することの奥深さを楽しみ、読み解き方から相手の思考や世界観を間主観的に理
解しあうことが大切である。そうすることで、ことばの力が磨かれていく。 
 
４ 自己形成とメディアとしての本 
ことばの力は世界を理解し、他者と対話するためだけに必要なわけではない。人はこと
ばによって自己を対象化させることができるため、自己形成とも強く結びついている。子
どもは対話を通して「わたし―あなた」の関係を理解し、私としての自分とあなたとして
の自分を言語的に再構成していく（岡本 2005）。つまり、ことばを使って他者と対話するだ
けでなく、話しかける自己と聞く自己による対話が思考の担い手となり、自己を語れるよ
うになっていくのである。自分を語ることはことばで自己を意味づけることであり、自己
理解を深めることである。その過程では、「誠実なることば」が重要とされる。「誠実なる
ことば」とは、「他者に向けて語りかけながら、そのことばがより強く本人自身に語りかけ
ることば」（岡本 2005）である。同じことばであっても、大人と子どもが間主観的に理解を
深める語りかけや対話でなければ、「誠実なることば」として子どもに届かないということ
である。 
ここで先に取り上げたしつけの型による読み聞かせの違いについてもう一度考えてみよ
う。共有型しつけでは、対等な関係で子どもに語りかけており、読み聞かせを通して「誠
実なることば」が子どもに届けられていると考えられる。一方で、強制型しつけの読み聞
かせでは、親の関心は子どもに絵本の内容を把握させることにあるために、親との対話も
物語のことばも「誠実なることば」として子どもには届かない。 
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村中はこのような違いをより明確にするために、読み聞かせではなく「読みあい」とい
うことばで表現している。村中は読みあいを「物語と人と人との間に生まれた“場”に身
を浸すという、感じ入る体験」だとする（村中 2003）。読み聞かせという表現では、すでに
用意されたテキストとしての物語を子どもに伝えるという意味合いが強い一方で、読みあ
いは物語の世界を間主観的に共有するという意味合いを持っている。村中のいう読みあい
における本は、物語を理解したり語彙力などの能力を身につけたりするための道具ではな
く、互いの価値観や生き方を伝えるメディアなのである。本がメディアとなることで自分
と他者の思考や感情をつなぎ、「誠実なることば」を互いに受け取り、それぞれが自己変容
できるのである。読みあいは大人から子どもだけでなく、子どもから大人へことばを届け
ることができる。その相互性がことばの力を育む源である。 
そして、村中は自分のからだを通して語り出した物語が豊かに相手に届いたとき、語り
出した人は孤独を感じるという（村中 2003）。読みあいは物語の世界を共有することを通し
て他者の関心を感受することであり、他者である子どもに出会うことでもある（後藤 2014）。
つまり、メディアとしての本は、他者との異なりを明確に意識し、同時に自己を表現でき
ることばの力を育てることを可能にしているのである。 
 
おわりに 
 現在、国をあげて読書活動の推進に取り組んでおり、各都道府県では子ども読書推進計
画を策定し目標を定めている。一方で、この取り組みでは大人が子どもの読書活動に目的
を与えるという側面があることは否定できない。目標達成のために読書活動が推進される
とき、何時しかそれが大人中心の読書活動となり、子ども中心の読書活動が見せかけとな
らないように常に配慮しなければならない。なぜなら、大人が求める読書活動で身につく
様々な能力は、あくまでも子どもが主体的に読書に取り組んだ結果として育まれるものだ
からである。そのためには、本をメディアとして子どもが多様な他者と対話を楽しめる環
境を整え、子ども自身が読書に魅了され自ずとことばの力が身につくプロセスを大切にす
る必要がある。 
このような観点から、子どもの成長に即して読書活動の重点について述べる。なお、こ
こでの主旨は 2016 年に群馬県教育委員会が提供するテレビ番組「～地域が支える小中学校
～みんなの時間」の「特別編③ 子どもの読書活動」で述べたことに加筆したものである。 
 乳幼児期にことばの発達を促すためには、楽しく遊んだりコミュニケーションをとった
りすることで、心や体全体の発達を促すことが大切である。よって、日常生活の中で楽し
い経験を共有して対話を楽しむことがことばの発達の基本となる。絵本を読み聞かせると
きは、指さしで同じものに注意を向けたり、子どもと目を合わせたりして共同注視を心が
け、ことばを介しながらイメージを共有することが大切である。また、身近な大人と物語
の世界を共有することで子どもの中に安心感が育つ。それが物語の続きをつくったり、ご
っこ遊びを楽しんだりといったことばによる発展的なふれあいを促し、結果としてことば
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の理解を深めたり、ことばで表現する力を高めたりすることにつながる。 
小学校では国語の授業で読むことについての学習が開始される。読むことであっても、
読解と読書は異なることに注意が必要である。本に親しんでいる子どもと、あまり本に親
しんでいない子どもとでは、本の内容を読み取る力に差が見られるために、正確により多
くの情報を読み取ることができるほうが優れていると大人は考えがちである。しかし、自
分なりの解釈や想像によって物語を楽しむことが読書の醍醐味となる。気に入った本に出
会い、夢中になって読む経験を通して、自然と読書の熟達者に成長する。よって、読み終
えた後にあらすじを詳細に把握しているかを確認するようなことばかけを行うのではなく、
物語の世界に浸ることの楽しさを共有するような対話が大切である。具体的には、家庭で
家族と一緒に本を楽しんだり、地域の人や上級生に本を読んでもらったりする経験は、本
に出あう貴重な機会となる。そして、小学生までの時期の豊かな読書経験が、中学生・高
校生の読書活動に大きな影響を与えることが明らかになっており、豊かな読書環境を整え
ることが重要となる。 
中学生・高校生にとっては、読みたいと思う本が見つかったり、本を読むことの楽しさ
を発見できたりすることはとても重要である。そのためには、仲間と本をめぐって語りあ
ったり、作家や編集者といった専門家の話を聞いたりして、様々な読み解きがあることを
知る機会が重要となる。また、各教科の授業と学校の図書室や地域の図書館が連携して、
より知的興味を持たせたり、心を動かす本に出合えたりするような工夫が大切である。 
人間はことばによって自分と世界を深く豊かに理解できる。社会を生き抜くために必要
とされることばである前に、自己を支えることばとして、他者との関係を深めることばと
して、人生を豊かにすることばとして子どもたちに手渡さなければならない。そうできる
ように、大人は本をメディアとして活用していくことが大切である。 
 
付録 
本稿は 2014（平成 26）年度群馬県図書館司書実務研修の講演原稿に加筆したものである。 
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